
巻頭言
　産学官連携が叫ばれるようになって久しいが，私
のささやかな経験を披露したい。三十有余年勤務し
た農研機構を退職するまで，農林省，農林水産省，
農研機構と勤務先の名称は変わったが，私の仕事は
一貫して農業経営研究であり，勤務場所は試験研究
機関であった。幸か不幸か研究管理や行政に携わる
ことはなかった。退職前に３年ほど農業者大学校の
学生を研究室配属で面倒みたことはあったが，週に
半日を３ヶ月という限られたものであった。この時
は，まさか自分が農業経営者の社会人教育に携わる
ことになるとは夢にも考えていなかった。
　平成24年１月，岩手大学に着任して早々，集中講
義を終える間もなく，いわてアグリフロンティアス
クール（以下スクールと略す）の運営に係わるよう
申し渡された。スクールは，農業経営者や農業後継
者等の社会人の学び直しのための特別の課程という
ことであったが，国には農業者大学校（現・日本農
業経営大学校）があり，岩手県にも県立農業大学校
があるのにという疑問が沸いてきた。教育と研究の
二本立てという大学の仕事そのものに戸惑うことば
かりだったが，その上，社会人教育もということ
で，さらに混乱をきたした。
　しかし，悩んでいる間もなく，次年度以降スクー
ルをどうするのかという難題に直面することになっ
た。すなわち，スクールはそれまで，文科省からの
委託事業及び運営交付金特別経費によって実施され
てきたが，事業終了後の措置が問題となっていたの
である。具体的には，スクールを存続させる必要は
あるのか，存続させる場合の予算や運営体制はどう
するのかといった諸問題の解決に迫られたのであ
る。
　社会人教育はおろか大学教育の経験もほとんどな
い私に名案が思い浮かぶはずもなく，一時は私の手
には負えないのではないかと思ったこともあった。
しかし，前任の先生が立ち上げられたスクールを潰
しては申し訳ないという気持ちもあり，思案に暮れ
る日々であった。
　そうこうしているうちに，岩手県からスクール存
続の意向が伝えられ，これを契機に大学としても存

続させる方向に大きく舵
を切ることになった。現
在のような岩手県，JA
いわてグループ，岩手大
学の３者が運営協議会を
組織して予算を応分に負
担し，教育は岩手大学が
責任を持って実施すると
いった運営体制が固まる
までには紆余曲折はあっ
たが，農業経営者のため
の社会人教育を産学官でやるとの合意ができたこと
の意義は大きかった。こうしてスクールは新たな船
出を迎えることになったのである。
　ただし，岩手県内の産学官連携で運営することに
なったことから，それまでの大学単独事業とは異な
る運営方針をとることとなった。すなわちスクール
は岩手県の実施する担い手育成のための研修体系の
なかで，リーディング経営体の経営者または後継者
を育成するための最上位のプログラムとして位置
づけられた。また，受講対象者も県内の農業経営
者，農業後継者に絞ることになったのである。さら
に，受講生自らが戦略的な経営計画を策定し発表す
るという教育方針の根幹は変えなかったが，農協や
GAPに関する講義も組み入れる等カリキュラムの
見直しを行い，これに伴い県や農協の関係者を講師
として招聘することになった。
　こうした運営体制の構築に向けては，いわゆる知
のプラットフォームとしての県，JA，大学の三者
による運営協議会の設置とそこでの日常的な情報交
換，岩手大学の農業ビジネス戦略計画策定方法と岩
手県の農業技術体系データベースの融合化，及び県
の普及関係OBを中心とした組織マネジメント体制
といった，まさに産学官連携のテキストに書かれて
いるような取り組みが行われたのであった。
　あれから５年，昨秋スクールは10周年を迎えるこ
とができた。以上，ささやかな経験ではあるが参考
になれば幸いである。
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概要



文書のアクセシビリティの完全性を損なう可能性がある問題点が検出されました。





		手動チェックが必要: 1



		手動チェックに合格: 1



		手動チェックに不合格: 0



		スキップ: 1



		合格: 26



		不合格: 3







詳細レポート





		文書





		ルール名		ステータス		説明



		アクセシビリティ権限フラグ		合格		アクセシビリティ権限フラグの設定が必要



		画像のみの PDF		合格		文書が画像のみの PDF ではない



		タグ付き PDF		合格		文書がタグ付き PDF である



		論理的な読み上げ順序		手動チェックに合格		文書構造により論理的な読み上げ順序が決まる



		優先言語		合格		テキスト言語の指定



		タイトル		合格		文書のタイトルがタイトルバーに表示されている



		しおり		合格		大きい文書にしおりが存在する



		色のコントラスト		手動チェックが必要		文書の色のコントラストが適切である



		ページコンテンツ





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きコンテンツ		合格		すべてのページコンテンツがタグ付けされている



		タグ付き注釈		合格		すべての注釈がタグ付けされている



		タブの順序		不合格		タブの順序と構造の順序が一致している



		文字エンコーディング		合格		確実な文字エンコーディングの指定



		タグ付きマルチメディア		合格		すべてのマルチメディアオブジェクトがタグ付けされている



		画面のちらつき		合格		ページで画面のちらつきが発生しない



		スクリプト		合格		アクセシブルではないスクリプトなし



		時間制限のある応答		合格		ページが時間制限のある応答を必要としない



		ナビゲーションリンク		合格		ナビゲーションリンクが繰り返し使用されていない



		フォーム





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きフォームフィールド		合格		すべてのフォームフィールドがタグ付けされている



		フィールドの説明		合格		すべてのフォームフィールドに説明がある



		代替テキスト





		ルール名		ステータス		説明



		図の代替テキスト		不合格		図に代替テキストが必要



		ネストされた代替テキスト		合格		読み上げられない代替テキスト



		コンテンツに関連付けられている		合格		代替テキストはいくつかのコンテンツに関連付けられている必要がある



		注釈を隠している		合格		代替テキストが注釈を隠していない



		その他の要素の代替テキスト		合格		代替テキストが必要なその他の要素



		テーブル





		ルール名		ステータス		説明



		行		合格		TR が Table、THead、TBody または TFoot の子である必要がある



		TH と TD		合格		TH と TD が TR の子である必要がある



		ヘッダー		不合格		テーブルにヘッダーが必要



		規則性		合格		テーブル内の各行の列数と各列の行数が同じである必要がある



		概要		スキップ		テーブルに概要が必要



		箇条書き





		ルール名		ステータス		説明



		箇条書き項目		合格		LI は L の子である必要がある



		Lbl と LBody		合格		Lbl と LBody は LI の子である必要がある



		見出し





		ルール名		ステータス		説明



		適切なネスト		合格		適切なネスト
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